
 
 　○第一部　　　　　　　18時30分～19時00分        
    トキの野生復帰事業から見えてきたこれからの環境戦略
　長田  啓氏
　（環境省　佐渡自然保護官事務所首席自然保護官）

    ○第二部　　　　　　　 19時00分～19時30分
     新潟県の考える佐渡の環境戦略と
　首都圏、企業とのマッチング
　早福  弘氏（新潟県　佐渡地域振興局長）　

　 ○第三部　　　　　　　19時30分～20時30分
　パネルディスカッション  
   「都市から観た佐渡の可能性―食・伝統・環境・文化」
    ＜司会＞NPO法人さど　臼木  悦生
　＜パネリスト＞ 
   　小村   国明氏（アートディレクター）
　   田中   陽子氏（株式会社生活文化出版社　代表取締役）
　   北條   規　　（NPO法人さど　代表理事）
　※天候等の事情で講師を変更する場合がございます。

      ○交流会　20時45分～22時15分         会費制3,000円        
     会場：ネスパス新潟　B1 「お食事処　新潟食楽園」

プログラム

開催
日時

表参道ネスパス新潟　3F会議室場所
東京都渋谷区神宮前4-11-7　03-5771-7711（代）

2011年2月25日（金）
18：30～20：30　（18：00開場）

参加費500円
　（資料代）

●●参加のお申し込み・お問い合わせ先●●
NPO法人さど   　
usukie@nifty.com    FAX: 03（3720）3318（佐渡大願寺住職　   臼木）
hojo@monoken.jp   FAX: 03（5464）8309 (国指定重要文化財北條家   北條）
※参加のお申し込みは参加者氏名、所属、連絡先をお伝えください。

「佐渡の魅力と環境戦略
　—2011年度に向けて—」

先着
80名様
限定

佐渡朱鷺大学 第3回公開講座
主催：NPO法人さど
共催：新潟県・佐渡市（朱鷺と暮らす郷づくり推進協議会）
後援：株式会社ビオシティ、株式会社日本ビジネス出版

　昨年の１１月にトキの第３次放鳥を終え、野生復帰に向けた放
鳥事業も３年経ちました。トキの餌場の環境整備のためのビオトー
プ作りや棚田の再生・維持管理、それに伴う集落の活性化やコミュ
ニティビジネスの発掘等、実験的な試みがおこなわれてきました。
　今春の第４次放鳥に向けて、今年こそ雛の誕生への期待が島民
の中で高まっています。
　こうした節目の時期に、これまでの活動の総括と次ぎに向けての
戦略をみなさんと共に考えることは非常に意味のあることであると
感じます。
　今回のセミナーでは、トキの野生復帰事業の責任者である環境
省の長田啓氏と佐渡の地域振興の旗振り役でもある新潟県佐渡地
域振興局長の早福弘氏を迎え、現状の取り組みとこれからの戦略
についてお話しいただき、またご出席いただいたみなさんと意見
交換をおこなっていきたいと考えております。

新潟県トキ野生復帰
支援プロデュース事業

Photo: Ohno Hiroyuki

NPO法人さどは、佐渡島を愛している有志
で結成されたNPOです。
首都圏を中心に活動し、佐渡と首都圏ネッ
トワークをつなぐ架け橋として、佐渡朱鷺
大学を開講。佐渡の情報発信と交流の輪を
広げています。FAXでお申し込みの方は、下記ご記入ください。

氏名　　　　　　　　   所属　         　　　　　　　　    住所　　　　　　　　　　           　　　                    電話番号またはメールアドレス


